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調査目的、明らかにすること、調査概要

奥羽大学のどのような学びが、大学への満足につながっているのかと、社会で役立っているかを
明らかにして、学修成果とその成果に寄与した教育の検証を行う。また、教学改善に役立てる。

調査
目的

明らか
にする
こと

1.貴学の教育に対する評価、DP達成度
2.社会での活躍状況（貴学教育が社会での活躍につながっているか）
※本日のご報告では、2学部全体の傾向に絞って、お伝えいたします。

調査
概要

調査対象 2014～2023年度に奥羽大学 歯学部・薬学部を卒業した卒業生

対象者条件
割付
回収数・回収率

調査手法
郵送WEBアンケート
回答フォームのURL・二次元コードを記載した依頼はがきを送り、オンラインで回答

調査時期 2025/8/1（金）～8/25（月）

発送数 回収数 回収率

歯学部 398 82 20.6％

薬学部 837 197 23.5％

計 1,235 279 22.6％
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https://www.ohu-u.ac.jp/information/zaimu/202204keikaku.pdf

https://www.ohu-u.ac.jp/information/zaimu/202204keikaku.pdf
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回答者属性１

【卒業年度】
全体 2023年度

（2024年

3月卒）

2022年度

（2023年

3月卒）

2021年度

（2022年

3月卒）

2020年度

（2021年

3月卒）

2019年度

（2020年

3月卒）

2018年度

（2019年

3月卒）

2017年度

（2018年

3月卒）

2016年度

（2017年

3月卒）

2015年度

（2016年

3月卒）

2014年度

（2015年

3月卒）

それ以外

(279) 19.0 13.3 9.0 12.5 7.5 8.2 9.3 10.0 7.2 3.6 0.4

歯学部 (82) 23.2 15.9 4.9 12.2 6.1 9.8 6.1 14.6 6.1 1.2 0.0

薬学部 (197) 17.3 12.2 10.7 12.7 8.1 7.6 10.7 8.1 7.6 4.6 0.5

全体

卒業学部

【性別】

49.1 

63.4 

43.1 

45.5 

29.3 

52.3 

5.4 

7.3 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=279）

歯学部

（n=82）

薬学部

（n=197）

男性 女性

回答しない

45.9 

23.2 

55.3 

20.4 

9.8 

24.9 

33.7 

67.1 

19.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=279）

歯学部

（n=82）

薬学部

（n=197）

福島県内

福島県以外の東北

東北以外

【エリア】
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回答者属性２

【現在の職種・職場】

35.1 

57.3 

25.9 

39.1 

55.3 

2.9 

9.8 

16.5 

25.6 

12.7 

6.5 

7.3 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=279）

歯学部

（n=82）

薬学部

（n=197）

病院勤務（個人病院への勤務含む）

薬局・ドラッグストア

歯科医院開業

その他の職種・職場

就業していない

27.6 

28.0 

27.4 

26.2 

13.4 

31.5 

25.1 

15.9 

28.9 

7.5 

23.2 

1.0 

13.6 

19.5 

11.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=279）

歯学部

（n=82）

薬学部

（n=197）

400万円未満

400～500万円未満

500～800万円未満

800万円以上

答えたくない

【現在の年収】

全体 病院勤務

【一般職

員】

病院勤務

【管理

職、役

員】

会社員

【一般社

員】

会社員

【役員・

管理職】

病院・企業

以外の団体

勤務　【一

般職員】

病院・企業

以外の団体

勤務 【管理

職、役員】

開業医、

自営業

自由業

（フリー

ランス）

派遣・契

約社員

パート・

アルバイ

ト

専業主

婦・主夫

無職、休

職・休業

その他

(279) 33.3 1.8 27.2 4.7 4.3 1.4 8.6 1.4 1.1 5.7 1.4 5.0 3.9

歯学部 (82) 50.0 3.7 0.0 0.0 0.0 0.0 26.8 4.9 0.0 1.2 1.2 6.1 6.1

薬学部 (197) 26.4 1.0 38.6 6.6 6.1 2.0 1.0 0.0 1.5 7.6 1.5 4.6 3.0

全体

卒業学部

【現在の職業・立場】
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結果サマリー

貴学への評価 大学での学びが役に立っているか

歯学部 薬学部

大学への
満足度

大学他者
推奨度

75.6％ 73.1％

63.4％ 58.4％

歯学部 薬学部

仕事に役
立っている

職場での
活躍度

81.7％ 83.3％

81.6％ 79.5％

仕事に役立つ学びとは？
• 仕事に直接役立つのは、職場での学び・成長。
• ただし、大学時代の学びを通じて身に着けた汎用的な

能力もまた、土台として仕事に役立っていると考えられる。

大学の満足度向上につながるのは？
• 「自分の適性や将来への関心を知る」機会などを通じて、

「大学の授業・研究を通じた成長実感」を感じられること。

満足度と役立ちを向上させる、教学改善のポイント：「学びの接続」
教科間のつながり・関連性／学びが実務にどう役立つか／学びの現在位置を示す
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結果詳細
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比較している全国値について

≪全国調査との比較について≫
弊社で実施した全国調査と、一部項目で比較をした。

➢ 調査名
全国卒業生調査（大学での学びと成長に関するふりかえり調査）

➢ 調査対象
卒業後1年目～6年目の大学・短期大学・専門学校を卒業した方（3,539人）
そのうち、
大学を卒業した人（2,829人）と、
大学卒業、かつ卒業した学部系統が歯学または薬学の人（43人）

に絞り比較。

➢ 調査時期
2025年3月～4月

➢ 主な調査項目
• 身についた力／身につけておくべき力
• 現在の気持ちや状況
• 仕事への役立ち度
• 大学在籍時代の経験

ご報告会用のみ
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大学教育を通した学びの機会

Q2 奥羽大学の教育（授業、ゼミ、研究室、先生からの指導など）を通して、次のような機会はどれくらいありましたか。それぞれについて、あてはまるもの1つを選んでください。

・歯学部では「実習や体験活動」「教員と学生とで双方向のやりとり」機会はやや高く、「就職先の状況を学ぶ」「実
社会との接点を感じる」機会はやや低い。

42.7

22.0

9.8
17.1

34.1

7.3

19.5
12.2

26.8

41.5

59.8

43.9

54.9

54.9

40.2

51.2

45.1

52.4

11.0
11.0

26.8

19.5

7.3

43.9

18.3
35.4

15.9

4.9 7.3

19.5
8.5

3.7
8.5 11.0 7.3 4.9

覚えていない

まったくなかった

たまにあった

よくあった

歯学部（n=82）

実習や体験活動
など、学んだ知識を
実際に活かす

異なる学問領域が
連携した授業があ
る

教育を通して、最
先端の研究成果
に触れる

学生が協働（グ
ループワークや相互
評価など）して学
ぶ

教員と学生とで双
方向のやりとりがあ
る

病院・企業など就
職先の状況や最
新の時事問題など
を学ぶ

自分の考えを徹底
して深める

実社会との接点を
感じることができる

自分の適性や将
来への関心を知る
ことができる

単位：％
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大学教育を通した学びの機会

Q2 奥羽大学の教育（授業、ゼミ、研究室、先生からの指導など）を通して、次のような機会はどれくらいありましたか。それぞれについて、あてはまるもの1つを選んでください。

・薬学部では「実習や体験活動」「教員と学生とで双方向のやりとり」「学生同士の協働」機会がやや高く、「就職
先の状況を学ぶ」「実社会との接点を感じる」機会はやや低い。

28.9

17.8
11.7

31.0 32.5

9.1
15.2

10.7
16.8

62.9

51.3

49.7

60.4 57.9

51.8

53.3

49.7
48.2

5.1

20.3

23.9

4.6 4.6

27.9
19.3

27.9
26.4

3.0
10.7 14.7

4.1 5.1
11.2 12.2 11.7 8.6

覚えていない

まったくなかった

たまにあった

よくあった

実習や体験活動
など、学んだ知識を
実際に活かす

異なる学問領域が
連携した授業があ
る

教育を通して、最
先端の研究成果
に触れる

学生が協働（グ
ループワークや相互
評価など）して学
ぶ

教員と学生とで双
方向のやりとりがあ
る

病院・企業など就
職先の状況や最
新の時事問題など
を学ぶ

自分の考えを徹底
して深める

実社会との接点を
感じることができる

自分の適性や将
来への関心を知る
ことができる

薬学部（n=197）

単位：％
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実習や体験
活動など、学
んだ知識を実
際に活かす

異なる学問
領域が連携し
た授業がある

教育を通して、
最先端の研
究成果に触
れる

学生が協働
（グループ
ワークや相互
評価など）し
て学ぶ

教員と学生と
で双方向のや
りとりがある

病院・企業な
ど就職先の状
況や最新の
時事問題など
を学ぶ

自分の考えを
徹底して深め
る

実社会との接
点を感じること
ができる

自分の適性
や将来への関
心を知ること
ができる

42.7

22.0

9.8

17.1

34.1

7.3

19.5

12.2

26.8
28.9

17.8

11.7

31.0
32.5

9.1
15.2

10.7

16.8

0%

10%

20%

30%

40%

50%

全体（n=279） 歯学部（n=82） 薬学部（n=197）

大学教育を通した学びの機会（よくあった・一覧）

・歯学部、薬学部共に、全国の歯学＋薬学系統の卒業生と比較して10pt以上低く、かつ実数値も比較的低い
のは「就職先の状況を学ぶ」「実社会との接点を感じる」。

学びと将来を結びつけるような機会が課題ではないか。

よくあった

Q2 奥羽大学の教育（授業、ゼミ、研究室、先生からの指導など）を通して、次のような機会はどれくらいありましたか。それぞれについて、あてはまるもの1つを選んでください。 （「よくあった」 一覧）

全国
調査

全体 n=2829 28.6 18.7 13.7 33.5 28.9 14.7 21.5 17.0 22.4

歯学＋薬学 n=43 51.2 18.6 16.3 48.8 34.9 14.0 23.3 23.3 39.5 （％）

ご報告会用のみ

全国の歯学＋薬学卒業生よりも10pt以上低い
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現状を分
析し、問
題点や
課題を発
見する

筋道を立
てて論理
的に問
題を解決
する

ものごとを
批判的・
多面的
に考える

自分の
知識や
考えを文
章で論
理的に
書く

図や数
表を用い
て問題を
理解し、
表現する

必要な
情報を収
集、整理
する

人と協力
しながら
ものごとを
進める

グループ
の中で責
任をもっ
て行動す
る

社会や
文化の
多様性を
理解し、
尊重する

学び続け
る姿勢を
もつ

自分で
目標を設
定し、計
画的に
行動する

なにごと
にも粘り
強く取り
組む姿
勢をもつ

異なる意
見や立
場を踏ま
えて、考
えをまとめ
る

国際的
な視野を
身につけ
る

外国語
でコミュニ
ケーション
する

幅広い
教養・知
識を身に
つける

自ら先頭
に立って
行動し、
グループ
をまとめる

自分の
感情を上
手にコン
トロール
する

既存の
枠にとら
われず、
新しい発
想やアイ
デアを出
す

思考力・判断力 表現力 協働性 主体性 多様性 その他

大学生活を通じて身についた力

・歯学部では「人と協力しながらものごとを進める」「グループの中で責任をもって行動する」が高く、8割以上が身につ
いたと回答している。

Q3 大学生活全体を通じて、次のような力がどの程度身についたと思いますか。それぞれについて、あてはまるもの1つを選んでください。

11.0 12.2
20.7

15.9 15.9
22.0

28.0
22.0

26.8
18.3 15.9

22.0 22.0

6.1 2.4 11.0 12.2

24.4

9.8

59.8
62.2

56.1

46.3 42.7

57.3
56.1

59.8 46.3
58.5

57.3
56.1 56.1

36.6

18.3

53.7

37.8

48.8

48.8

23.2
20.7 17.1

30.5 36.6

15.9 9.8 15.9

20.7
18.3

20.7
17.1 18.3

40.2

35.4

30.5

36.6

19.5

30.5

6.1 4.9 6.1 7.3 4.9 4.9 6.1 2.4 6.1 4.9 6.1 4.9 3.7

17.1

43.9

4.9
13.4

7.3 11.0

全く身についていない

あまり身についていない

ある程度は身についた

かなり身についた

歯学部（n=82）
単位：％
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現状を分
析し、問
題点や
課題を発
見する

筋道を立
てて論理
的に問
題を解決
する

ものごとを
批判的・
多面的
に考える

自分の
知識や
考えを文
章で論
理的に
書く

図や数
表を用い
て問題を
理解し、
表現する

必要な
情報を収
集、整理
する

人と協力
しながら
ものごとを
進める

グループ
の中で責
任をもっ
て行動す
る

社会や
文化の
多様性を
理解し、
尊重する

学び続け
る姿勢を
もつ

自分で
目標を設
定し、計
画的に
行動する

なにごと
にも粘り
強く取り
組む姿
勢をもつ

異なる意
見や立
場を踏ま
えて、考
えをまとめ
る

国際的
な視野を
身につけ
る

外国語
でコミュニ
ケーション
する

幅広い
教養・知
識を身に
つける

自ら先頭
に立って
行動し、
グループ
をまとめる

自分の
感情を上
手にコン
トロール
する

既存の
枠にとら
われず、
新しい発
想やアイ
デアを出
す

思考力・判断力 表現力 協働性 主体性 多様性 その他

大学生活を通じて身についた力

・薬学部では「人と協力しながらものごとを進める」「必要な情報を収集、整理する」「グループの中で責任をもって行
動する」「自分の感情を上手にコントロールする」が高く、8割以上が身についたと回答している。

Q3 大学生活全体を通じて、次のような力がどの程度身についたと思いますか。それぞれについて、あてはまるもの1つを選んでください。

11.7 14.2 16.8
10.2

14.7
21.8 23.4 25.4 23.9

29.9
19.3

29.9

15.7
5.1 2.5 11.2 7.6

23.9

11.7

61.9
64.0

54.3

49.2

52.3

60.4 61.4
51.3 55.8 46.7

56.3

47.2

62.9

23.4

9.6

54.3

34.0

54.3

41.6

25.4
20.8

28.4

37.6
29.4

16.8 13.7
22.3 18.8

18.3 20.8 20.8 19.3

44.2

36.5

29.4

42.1

17.3

40.1

1.0 1.0 0.5 3.0 3.6 1.0 1.5 1.0 1.5 5.1 3.6 2.0 2.0

27.4

51.3

5.1

16.2

4.6 6.6

全く身についていない

あまり身についていない

ある程度は身についた

かなり身についた

薬学部（n=197）
単位：％
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現状を分
析し、問題
点や課題
を発見する

筋道を立
てて論理
的に問題
を解決する

ものごとを
批判的・
多面的に
考える

自分の知
識や考えを
文章で論
理的に書く

図や数表
を用いて問
題を理解
し、表現す
る

必要な情
報を収集、
整理する

人と協力し
ながらもの
ごとを進め
る

グループの
中で責任
をもって行
動する

社会や文
化の多様
性を理解
し、尊重す
る

学び続け
る姿勢をも
つ

自分で目
標を設定
し、計画的
に行動する

なにごとに
も粘り強く
取り組む
姿勢をもつ

異なる意
見や立場
を踏まえて、
考えをまと
める

国際的な
視野を身
につける

外国語で
コミュニケー
ションする

幅広い教
養・知識を
身につける

自ら先頭
に立って行
動し、グ
ループをま
とめる

自分の感
情を上手
にコント
ロールする

既存の枠
にとらわれ
ず、新しい
発想やアイ
デアを出す

11.0

12.2

20.7

15.9 15.9

22.0

28.0

22.0

26.8

18.3

15.9

22.0 22.0

6.1

2.4

11.0

12.2

24.4

9.8

11.7

14.2

16.8
10.2 14.7

21.8
23.4

25.4

23.9

29.9

19.3

29.9

15.7

5.1

2.5

11.2

7.6

23.9

11.7

0%

10%

20%

30%

40%

全体（n=279） 歯学部（n=82） 薬学部（n=197）

大学生活を通じて身についた力（かなり身についた・一覧）

・両学部共通で全国値と比較して10pt以上高いのは「社会や文化の多様性を理解し、尊重する」。

かなり身に付いた

Q3 大学生活全体を通じて、次のような力がどの程度身についたと思いますか。それぞれについて、あてはまるもの1つを選んでください。 （「かなり身についた」 一覧）

全国
調査

全体 18.0 16.5 17.4 20.0 14.7 24.0 23.6 17.9 20.5 22.6 20.6 21.5 20.7 12.4 10.3 ー 15.5 17.6 18.4

歯＋薬 25.6 20.9 9.3 23.3 11.6 34.9 18.6 14.0 9.3 37.2 27.9 34.9 16.3 9.3 4.7 ー 14.0 20.9 16.3

（％）

全国の歯学＋薬学卒業生よりも10pt以上高い

全国の歯学＋薬学卒業生よりも10pt以上低い
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患者の立場や背景
を理解し、思いやりを
持った言動ができる。

患者との良好な関係
を構築し、自己決定
の権利の尊重と個人
情報の厳守ができる。

医療に対して社会や
環境が求めるニーズ
や問題を探求し、迅
速かつ的確に解決で
きる。

病態を解析し、治療
の要素を把握できる。

歯科口腔疾患を診
断し、適切な治療計
画を立案できる。

歯科医療技術を身
に付け、先進的で高
度な歯科医療を実
施できる。

超高齢社会の問題
と課題を分析し、
ニーズを抽出して解
決策を立案できる。

地域特性を踏まえた
医療連携を構築し、
他職種とともに包括
医療を実践できる。

生涯にわたり歯科医
師としての自己研鑽
に努めることができる。

倫理とコミュニケーション 探究力と解決力 病態解析と治療概念 知識と診断 技能と治療 奥羽プロフェッショナリズム

ディプロマ・ポリシーの達成度

・歯学部では「患者の立場や背景を理解し、思いやりを持った言動ができる」が高く、 8割以上が身についたと回答
している。

Q4 奥羽大学歯学部では、以下の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を設定しています。奥羽大学での学びを通じて、以下の項目がどの程度身についたと思いますか。それぞれについて、あてはまるもの1つを選んでください。

25.6 26.8
17.1 17.1 18.3

13.4 14.6 15.9
25.6

56.1 51.2

54.9
61.0 57.3

52.4 51.2 47.6

50.0

14.6 18.3
24.4

19.5
19.5

26.8 25.6
24.4

17.1

3.7 3.7 3.7 2.4 4.9 7.3 8.5 12.2
7.3

全く身についていない

あまり身についていない

ある程度は身についた

かなり身についた

歯学部（n=82） 単位：％
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社会人としての教養と医療人と
しての豊かな人間性、高い倫理
観、強い使命感を身に付け、
患者の意向を尊重した態度で
患者とその家族に対応すること
ができる。

多様な背景を持つ人と速やかに
良好なコミュニケーションを取るこ
とのできる能力を身に付け、患
者、患者の家族、医療チームの
メンバー等と信頼関係を築くこと
ができる。

医薬品・化学物質等の作用や
性状、生体および環境への影
響に関する科学的な根拠を理
解・分析し、発信できる十分な
知識と能力を有する。

患者の様々な病態における医
薬品の使用に際し、安全かつ
有効な薬物療法の提案および
評価を行うことができる。

医療人として地域の特性を理
解・把握・分析できる能力を持
ち、多職種連携を通して、地域
の保健、医療、福祉、健康増
進に貢献できる。

最新の薬学専門知識に基づく
先進的薬物療法を患者に提
供するために、生涯にわたって
主体的学習を継続できるように
自己研鑽に努め、次世代を担
う人材の育成に取り組むことが
できる。

ディプロマ・ポリシーの達成度

・薬学部では「社会人としての教養と医療人としての豊かな人間性、高い倫理観、強い使命感を身に付け、患者
の意向を尊重した態度で患者とその家族に対応することができる。」が高く、 8割以上が身についたと回答している。

Q5 奥羽大学薬学部では、以下の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を設定しています。奥羽大学での学びを通じて、以下の項目がどの程度身についたと思いますか。それぞれについて、あてはまるもの1つを選んでください。

20.3 20.8
15.7 15.7 16.8

11.7

63.5
56.3

51.8
60.9

54.3
53.8

12.2
20.8

28.4
19.3

24.4
26.4

4.1 2.0 4.1 4.1 4.6 8.1

全く身についていない

あまり身についていない

ある程度は身についた

かなり身についた

薬学部（n=197）

単位：％



Ⓒ Shinken-Ad. Co., Ltd. All Rights Reserved.

17

Confidential

大学でもっと学びたかったこと（自由記述抜粋）

・「学び間・将来のつながり」「実践的な学び」「キャリア支援」といった、将来とのつながりに対する要望が最も多かった。

回答 抜粋 ※一部省略・調整あり

実
践
的

参考になる授業となかなか理解の難しい授業があったので、実際の医療現場にどう繋がるのかわかりやすい授業が増えるといいと思う

就職してから必要になる実践的な内容をもっと学びたかった。

実務で役立つ内容を学びたかった。患者様によく聞かれるような、外用剤の詳しい使い方や生活アドバイスなど。

キ
ャ
リ
ア

就職先はどういうところがあるのか知りたかった。薬局、病院、製薬かしか知らなかったので、選択肢を広げるためにも他の職業について知りたかった。

在宅医療や地域包括ケアなど実際の現場で求められていることに関しての学びが少なかった気がするのでもう少し学びたかった。
国試合格がゴールになっているため、将来のキャリアについて知る機会があればよかった

学
び
の
つ
な
が
り
、
ス
テ
ッ
プ

教科間の繋がりをもった学び、レポートの書き方、データのまとめ方などをより学びたかった。
実際の臨床を通して感じるのは、1～4年生で習った事が今となっては非常に大きな価値があるにも関わらず、当時ではほとんどその価値が意識できずただの暗記や作業になってしまって
いたと感じ後悔しております。
学生は教員が思っているよりも自分が今何をしているのかの座標を失っていると思いますし、受動的になっている人達も多いです。
ちょっとした工夫ではありますが学生一人一人が将来のDrとなった自分をイメージするためにも現在位置を常に示してあげれるような教育がなされると基礎的な学力も向上するのではないか
と考えております。
大学での学びは十分でした。でもどうしてその学びをしているのかわからない科目もあったので今の学習がどういったことに繋がるのかを教えてもらえてばもっと関心を持って学ぶことができたか
もしれない。

勉強の仕方を知らない人にとっては授業の図であったり、何をどういうふうにみて暗記するのかわからず、ただ暗記する勉強になっているのが散見されたように思います。そのため、ここを勉強しと
けば点数取れるよ、とかではなく、最初からこういう手順で勉強して覚えましょうというようなステップを踏んだやり方を教えていただければ全員が少しでも合格に近くなるのではないかと感じました。

国試の対策において、それぞれの科目ごとだけでなく、他科目とのつながりが分かれば良かったかもとは思います
他科目との繋がりを感じられる授業。初めのうちは関連性がわからず、ただ覚えるだけになってしまうから。

Q6 本学での学生時代の学びを振り返って、「もっとこんな学びをしたかった」と思われることについて、その内容を理由とともに具体的にご記入ください。
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卒業生であること
を誇らしく感じる

奥羽大学での授
業・研究が自分
を成長させてくれ
たと感じる

奥羽大学での授
業・研究以外の
経験が自分を成
長させてくれたと
感じる

奥羽大学に愛着
を持っている

奥羽大学では一
生の付き合いとな
る友人関係を築
くことができた

奥羽大学での経
験は、現在の自
分を形成する土
台になっている

奥羽大学で学ん
だことが今の仕事
に役立っている

奥羽大学で学ん
だことが今の仕事
以外の人生に役
立っている

奥羽大学に、総
合的に満足して
いる

奥羽大学は、進
学を考える人にす
すめる価値がある

大学評価、満足度、推奨度

・「友人関係を築くことができた」「学んだことが今の仕事に役立っている」が高く、8割以上があてはまると回答した。
・大学満足度は76％に対して、大学推奨度は63％にとどまる。

Q7 奥羽大学について、現在のお気持ちや状況にあてはまるものを、それぞれ1つお選びください。

14.6 18.3
23.2 19.5

54.9

37.8 39.0

23.2
30.5

17.1

32.9

43.9

47.6
48.8

30.5

39.0
42.7

41.5

45.1

46.3

35.4

26.8
20.7

18.3

7.3
15.9

12.2

23.2

17.1

23.2

17.1
11.0 8.5

13.4
7.3 7.3 6.1

12.2
7.3

13.4

全くあてはまらない

あまりあてはまらない

少しあてはまる

とてもあてはまる

歯学部（n=82）

単位：％
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卒業生であること
を誇らしく感じる

奥羽大学での授
業・研究が自分
を成長させてくれ
たと感じる

奥羽大学での授
業・研究以外の
経験が自分を成
長させてくれたと
感じる

奥羽大学に愛着
を持っている

奥羽大学では一
生の付き合いとな
る友人関係を築
くことができた

奥羽大学での経
験は、現在の自
分を形成する土
台になっている

奥羽大学で学ん
だことが今の仕事
に役立っている

奥羽大学で学ん
だことが今の仕事
以外の人生に役
立っている

奥羽大学に、総
合的に満足して
いる

奥羽大学は、進
学を考える人にす
すめる価値がある

大学評価、満足度、推奨度

・「学んだことが今の仕事に役立っている」が高く、8割以上があてはまると回答した。
・大学満足度は73％に対して、大学推奨度は58％にとどまる。

Q7 奥羽大学について、現在のお気持ちや状況にあてはまるものを、それぞれ1つお選びください。

8.1

21.3
27.4

14.7

41.1

24.4 25.4
17.3

22.8
14.2

35.0

52.3
46.7

45.7

34.5

47.7

57.9

46.2

50.3

44.2

42.1

18.3 20.3

25.4

15.2 19.3

11.2

25.9

18.8

29.4

14.7
8.1 5.6

14.2
9.1 8.6 5.6

10.7 8.1 12.2

全くあてはまらない

あまりあてはまらない

少しあてはまる

とてもあてはまる

薬学部（n=197）

単位：％
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卒業生である
ことを誇らしく
感じる

奥羽大学で
の授業・研究
が自分を成
長させてくれ
たと感じる

奥羽大学で
の授業・研究
以外の経験
が自分を成
長させてくれ
たと感じる

奥羽大学に
愛着を持って
いる

奥羽大学で
は一生の付
き合いとなる
友人関係を
築くことができ
た

奥羽大学で
の経験は、現
在の自分を
形成する土
台になってい
る

奥羽大学で
学んだことが
今の仕事に
役立っている

奥羽大学で
学んだことが
今の仕事以
外の人生に
役立っている

奥羽大学に、
総合的に満
足している

奥羽大学は、
進学を考える
人にすすめる
価値がある

大学評価、満足度、推奨度

・友人関係への評価は高いものの、卒業生として大学に誇りや愛着をあまり感じられておらず、満足はある程度して
いるものの他者に推奨しづらい、という状況がうかがえる。

Q7 奥羽大学について、現在のお気持ちや状況にあてはまるものを、それぞれ1つお選びください。（「とてもあてはまる」 一覧）

14.6

18.3

23.2

19.5

54.9

37.8 39.0

23.2

30.5

17.1

8.1

21.3

27.4

14.7

41.1

24.4 25.4

17.3

22.8

14.2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

全体（n=279） 歯学部（n=82） 薬学部（n=197）とてもあてはまる

全国
調査

全体 n=2829 19.9 24.0 28.6 20.3 30.6 27.9 21.5 26.0 ー 25.9

歯学＋薬学 n=43 18.6 30.2 25.6 20.9 32.6 41.9 30.2 41.9 ー 25.6

（％）

全国の歯学＋薬学卒業生よりも10pt以上高い

全国の歯学＋薬学卒業生よりも10pt以上低い
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大学推奨度の理由＿推奨する理由（自由記述抜粋）

・特に「教員の面倒見の良さ・コミュニケーションの取りやすさ」に対するポジティブな意見が多い。

Q8 本学での学生時代の学びを振り返って、「もっとこんな学びをしたかった」と思われることについて、その内容を理由とともに具体的にご記入ください。

回答 抜粋 ※一部省略・調整あり

教員

偏差値や国家試験合格率だけでは語れないものがあります。
学校、先生、学生の信頼感あり、学生に愛情を持って育てようとしてくださる、こんな素晴らしい学校は他にはないと思います。

先生達が優しく、人として温かった

学びの内容はもちろんのこと、担当していただいた教員の方はとても親切で悩み等聞いてくださり救いになった経験があります。

学生と教員との距離が近く、様々なことについて話すことが出来る。そのおかげで社会に出てからも先輩や他職種とコミュニケーションを取る際に困りにくい。

教員が生徒に親身になってくださるので、話がしやすいと思います。生徒数も多すぎず、良かったです。

先生方とのコミュニケーションがしっかり取れるので勉学等のサポート面で心強い。特待生制度もあり、学費が良心的。

費用 特待制度に多大な恩恵を受けたため。

地域
地域に根付いた歯科大学であり奥羽大学ならではの良さを感じるため。
地域の医療に根差した知識が学べる事、特に学業に優れた人材へのチャンスがあることがあるからです。

実習 実習が多いので、学びや人との連携チームワークなどもまとめて学べる

環境
自習室などの学習施設の完備も十分に成されており、夜遅くまで安心して学習できる環境が整っていました。

勉強に集中できる環境が備わっている
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現在の職場で、
自分は活躍し
ていると感じる

現在の職場で
の仕事を通じ
た成長実感が
ある

将来のために、
継続的に学び
続けている

将来のキャリア
や人生を、自
分で切り開い
ていける

現在の職場で
の仕事に満足
している

現在・将来のキャリアのための活動

・歯学部では「学び続けている」卒業生が多い。薬学部では「職場での仕事を通じた成長実感」が高い。

Q11 現在・将来のキャリアのための活動について、あてはまるものをそれぞれ１つお選びください。

32.9
40.8

65.8

40.8
32.9

48.7

48.7

27.6

50.0

52.6

13.2
5.3

6.6
5.3

7.9

5.3 5.3 3.9 6.6

全くあてはまらない

あまりあてはまらない

少しあてはまる

とてもあてはまる

歯学部（n=76）

単位：％

薬学部（n=185）

現在の職場で、
自分は活躍し
ていると感じる

現在の職場で
の仕事を通じ
た成長実感が
ある

将来のために、
継続的に学び
続けている

将来のキャリア
や人生を、自
分で切り開い
ていける

現在の職場で
の仕事に満足
している

24.9

38.9 36.8

25.4 25.4

54.6

47.6 48.6

51.4 51.4

17.3
10.3 11.9

19.5 17.8

3.2 3.2 2.7 3.8 5.4

全くあてはまらない

あまりあてはまらない

少しあてはまる

とてもあてはまる

単位：％
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現在の職場で、
自分は活躍して
いると感じる

現在の職場での
仕事を通じた成
長実感がある

将来のために、継
続的に学び続け
ている

将来のキャリアや
人生を、自分で
切り開いていける

現在の職場での
仕事に満足して
いる

現在・将来のキャリアのための活動

・全国値と比較しても、現在の職場に対して満足度・活躍度・成長実感が高く、将来に対しても前向き。

Q11 現在・将来のキャリアのための活動について、あてはまるものをそれぞれ１つお選びください。

32.9

40.8

65.8

40.8

32.9

24.9

38.9 36.8

25.4

25.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

全体（n=261） 歯学部（n=76） 薬学部（n=185）

とてもあてはまる

全国
調査

全体 n=2615 13.4 17.7 ー 21.6 16.9

歯学＋薬学 n=40 25.0 25.0 ー 20.0 15.0
（％）

全国の歯学＋薬学卒業生よりも10pt以上高い
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※事例_東京薬科大学卒業生調査レポートより

https://alumni-survey.toyaku.ac.jp/report/report5.html

・社会での活躍につながる要素として、「成績」「学生生活に対する満足度」「社会人基礎力」が重要なことが、別大
学の調査からも示唆されている。

https://alumni-survey.toyaku.ac.jp/report/report5.html
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Q2S1 Q2S2 Q2S3 Q2S4 Q2S5 Q2S6 Q2S7 Q2S8 Q2S9

実習や体験活動
など、学んだ知識
を実際に活かす

異なる学問領域
が連携した授業
がある

教育を通して、最
先端の研究成果
に触れる

学生が協働（グ
ループワークや相
互評価など）し
て学ぶ

教員と学生とで
双方向のやりとり
がある

病院・企業など
就職先の状況や
最新の時事問題
などを学ぶ

自分の考えを徹
底して深める

実社会との接点
を感じることができ
る

自分の適性や将
来への関心を知
ることができる

歯学部 0.52 0.35 0.28 0.35 0.52 0.33 0.35 0.37 0.54

薬学部 0.41 0.33 0.35 0.09 0.32 0.12 0.15 0.15 0.47

大学教育を通した学びの機会＿「奥羽大学で学んだことが今の仕事に役立っている」との相関

・歯学部、薬学部共に、貴学での学びが仕事に役立っているかどうかと正の相関が最も高いのは「自分の適性や将
来への関心を知る」機会。次いで「実習や体験活動など、学んだ知識を実際に活かす」も両学部共通して高い。
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Q2S1 Q2S2 Q2S3 Q2S4 Q2S5 Q2S6 Q2S7 Q2S8 Q2S9

実習や体験活動
など、学んだ知識
を実際に活かす

異なる学問領域
が連携した授業
がある

教育を通して、最
先端の研究成果
に触れる

学生が協働（グ
ループワークや相
互評価など）し
て学ぶ

教員と学生とで
双方向のやりとり
がある

病院・企業など
就職先の状況や
最新の時事問題
などを学ぶ

自分の考えを徹
底して深める

実社会との接点
を感じることができ
る

自分の適性や将
来への関心を知
ることができる

歯学部 0.44 0.53 0.27 0.40 0.37 0.49 0.53 0.45 0.62

薬学部 0.19 0.31 0.23 0.07 0.15 0.15 0.25 0.10 0.36

大学教育を通した学びの機会＿大学満足度との相関

・歯学部、薬学部共に、貴学への満足度との正の相関が最も高いのは「自分の適性や将来への関心を知る」機会。
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結果まとめ

奥羽大学の卒業生は、自身が選択した仕事に高い満足度を示している。
仕事に必要なスキルを自主的に学ぶ姿勢も見られ、卒業後も学びを継続して成長実感を得ている様子も窺える。

特に歯学部卒業生は、今後のキャリアや人生を切り開いていけるという自己効力感を持てていることも特徴的。
「学生時代の経験や学びが、今の仕事に役立っている」と実感しており、
卒業生の社会の活躍には、大学教育が寄与していると考えられる。

一方で、大学教育への課題も見られた。

大学への満足度や推奨度、そして大学教育による成長実感はやや低い。

卒業生たちは、今の仕事に満足し前向きだからこそ、大学教育に求める水準も高いのだろう。

「大学教育のおかげで今の活躍がある」実感が強くはなく、「仕事を通じて成長した」と感じられている。

大学教育をより役立つものにし、大学評価も向上させるポイントは、「学びの接続」ではないか。

満足度と役立ちを向上させる、教学改善のポイント：「学びの接続」
教科間のつながり・関連性／学びが実務にどう役立つか／学びの現在位置を示す
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【補足】学びと将来のつながりを強化するための重要な観点

「授業間の関係」、「授業と日常との関係」、「過去や未来の授業との関係」 の３つを授業内で示すことで、学生の学びと成
長に重要とされる「将来との接続意識・行動」に加えて、「学習内容の意味理解」を促すことにつながる。

直接将来に結び付けづらい授業の場合でも、この３点について検討したい。

参照元）学習を架橋するラーニング・ブリッジングについての分析
一学習アプローチ、将来と日常の接続との関連に着目して一（河井亨・溝上慎一2012）

複数の場面での学習を架橋するラーニング・ブリッジング（LB）は、授業外学習、学生の充実感や知識・技能の習得に
結びつき、「学生の学びと成長」にとって重要であることが指摘されている。

LBは、①ある授業と別授業、②授業外での経験と授業③過去の学習と現在の学習の３つで構成されており、学習内容
の意味理解と、将来との接続意識・行動（将来を意識して目標を立てるなど将来との接続を意識し、それに向けて日常
でアクションに移している状態）双方と正の相関が示された（右図）。

学習内容の意味理解

将来との接続意識・関与

LB
他の授業

授業外

異時点間

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjet/36/3/36_KJ00008514499/_pdf

授業と、「他の授業」「日常」「過去と未来の授業」

との関係を示す

学びと将来のつながりを強化するには？

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjet/36/3/36_KJ00008514499/_pdf
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巻末付録＿調査票
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